
国分裕正 ⼈が集まる場所をつくる サードプレイスと街の再⽣ 
 

いま⽇本の各地で歴史や⾵⼟が壊され、ポリシーのない街づくりによってどこにでもあ
るコンクリートの街が各地で誕⽣していると筆者は⾔う。また彼はこのような現象を「東
京志向化」とよび、その現象を危惧している。筆者は 27 歳で会社を創⽴してから 30 年余
りで、国内外の 500 以上の街や施設を作り、その過程において「何もない」といわれる街
ほど、多くの財産が眠っていることを⽬の当たりにしてきたと⾔う。本書では本来的な意
味での地⽅創⽣のためにその地域に着⽬し、⼈々が⾃然と集まるような街づくりの拠点を
「サードプレイス」と定義し、起爆剤になるものとして提案している。 
第１章では東⽇本⼤震災で被害をうけた気仙沼の例を⾒ながら、まちづくりを考えてい

る。この章で強調されているのは「持続性や、⻑期的な視点」だ。⼤きなお⾦が動くプロ
ジェクトに責任はつきものだ。即効性があり、成果の⾒えやすい形の街づくりにはしって
しまえば、そのプロジェクトの効果は⼀時的なものになってしまう。当事者たちが「何の
ための街づくりなのか」を忘れてはならないとある。第４章では街づくりと⾔う視点での
サードプレイス的な考え⽅には「⾵⼟」「コミュニティー」「⾃然」と⾔う要素が重要であ
ると記している。その地域ならではの魅⼒にどれだけ気付くことができるかが⼤切である
ことがわかる。 

本書ではいくつもの「サードプレイス的街づくりの事例」が紹介されており、読んでい
て楽しかった。御所も「多くの財産が眠っている地域」の１つだ。その地域の財産を最⼤
限に活かす⽅法を考え、未来にも残り続けるような形にできる⼒が今後必要になると感じ
た。 


